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● 収入未済額について
　収入未済額は、一般会計で3,189万３千円で、前年度に比べ
493万３千円の減（15.5％）となっているが、321万２千円の不
納欠損処分が行われている。
　特別会計では国保特会が1,148万５千円で前年度に比べ
652万円の減（36.2％）となっているが914万５千円の不納欠
損処分、簡水特会が922万１千円で前年度に比べ64万円の減
（6.4％）となっているが34万５千円の不納欠損処分、農集排特
会で177万６千円で、前年度に比べ38万円の減（17.7％）と
なっているが１１万１千円の不納欠損処分が行われている。
　後期高齢特会が25万８千円で前年度に比べ11万6千円の
増、育英特会で243万２千円で前年度に比べ24万５千円の増
となっている。
　上記のように収入未済額は、不納欠損処分手続きや徴収努
力がみられるものの依然として多額であり、滞納繰越分に現年
度滞納分が累積されることから年々増加傾向に推移する。
　徴収業務の環境は厳しさを増していると思われるが、納税者
の負担の公平と財源確保の観点から、引き続き収入未済状況
の実態把握に努め、適切な債権管理を行い、収入未済額の解消
と新たな発生防止策についても取り組みを強化されたい。
● 財政運営について
　財政運営について、その概要を財政指標（普通会計）から捉え
てみた。
（１）実質収支比率
　財政の健全性確保の点からは実質収支額が黒字であるとい
うことが必須の要件となる。黒字額は標準財政規模の３％～
５％程度であることが望ましいとされている。
　本年度の実質収支比率は24.8％で前年度19.7％と比較す
ると5.1％増と過去５年間で最も高い数値となっている。適度な
収支額の確保に努められることが必要である。
（2）経常収支比率
　この比率は、人件費、扶助費、公債費等の容易に縮減すること
ができない経費に対し、村税、地方交付税、地方譲与税等の一

平成29年度伊是名村一般・特別会計決算審査意見書

平成29年度伊是名村一般会計及び特別会計決算認定される

般財源がどの程度充当されているかを見ることによって、財政
構造の弾力性を判断しようとする指標である。
　この比率の目安としては概ね65％～75％の間に分布するこ
とが望ましいとされており、比率が低いほど弾力性があって一
般財源に余力があることになる。　
　本年度は88.9％で前年度の88.3％と比較すると0.6％上昇
している。
　今後とも財政の硬直化防止と弾力性の確保に努められていた
だきたい。
（3）実質公債費比率
　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準
財政規模に対する比率の直近３ヶ年の平均であり、早期健全化
基準は25％であるが、本年度の実質公債費比率は5.8％で大
幅に下回っている。
（4）公債費負担比率
　この比率は、公債費にかかる財政負担の度合を判断する指標
の一つで、現実に歳入のあった一般財源と起債発行経費を含む公
債費に充当された一般財源の割合を示し、団体の事情が反映さ
れる指標で15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされている。
　本年度の公債費負担比率は12.3％となっており、好ましいと
される10％程度を超えた状態である。今後も財政構造の弾力
性を維持されることに努められたい。
● 結びに
　平成29年度の一般会計から各特別会計において実質収支が
黒字決算となったことは、適正な財政運営がなされているもの
であるが、一部に予算現額と調定額の乖離が見られたので、予
算の適正な把握を行い執行すると共に今後とも健全な財政運
営に努められたい。
　また、今後も安定した財源の確保に努め、限られた財源の中
で、引き続き歳出の効率化・重点化を図り、健全な財政運営によ
る村勢の発展と村民福祉の向上に努められるよう、尚一層のご
尽力を要望する。

（監査委員審査意見書より抜粋）

　平成29年度伊是名村一般会計及び各特別会計の歳入・歳出決算額は、第３回定例会（平成30年８月28日～８月
30日）において認定された。内容は下記のとおりである。

※基金の運用状況　地方自治法第241条第1項 特定の目的のために資金を積み立てる目的で下記の基金が積み立てられ、運用している。

※一般会計及び特別会計歳入歳出決算額

単位 ： 円

単位 ： 円

94.69

95.07

92.87

93.98

97.28

72.74

89.34

95.04

94.03

106.34

103.87

96.35

114.68

102.78

102.54

104.27

106.53

105.93

307,127,205

25,240,022

490,296

11,976,941

2,685,456

3,904,120

61,041,115

922,292

413,387,447

2,496,031,139

272,768,402

13,089,502

54,368,262

47,414,365

9,529,044

365,223,503

7,631,004

3,266,055,221

2,803,158,344

298,008,424

13,579,798

66,345,203

50,099,821

13,433,164

426,264,618

8,553,296

3,679,442,668

2,635,811,000

286,900,000

14,093,000

57,850,000

48,740,000

13,100,000

408,773,000

8,029,000

3,473,296,000

61,509,844

640,329,473

56,567,112

8,227

105,370,035

25,724,885

3,041

28,498,696

22,959,274

0

0

940,970,587

61,749,844

674,945,473

60,015,112

8,227

128,247,035

50,015,885

3,044

37,236,280

22,959,503

36,308

0

1,035,216,711

2,000,000

35,384,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

37,384,000

2,240,000

70,000,000

3,448,000

0

22,877,000

24,291,000

3

8,737,584

229

36,308

0

131,630,124

国民健康保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

農業集落排水事業

港湾整備事業

船舶運航事業

育英事業

育英基金

財政調整基金

庁舎施設整備基金

土地開発基金

減債基金

災害援助積立基金

国民健康保険運営基金

尚円王の里いぜな島応援基金

過疎地域自立促進基金

再生可能エネルギー等導入推進基金

船舶運航事業特別会計運営基金
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町村議会議員・事務局職員研修会

平成30年第３回伊是名村議会定例会は、８月28日から30日までの３日間で開催された。本定例会
に提案された議案は21件で、うち報告１件、認定８件、陳情１件で、一般質問には２人の議員が登壇
し村政について質問した。審議の結果は次のとおりです。

平成30年第３回伊是名村議会定例会議決結果一覧

平成30年第２回伊是名村議会臨時会は、９月28日の１日間で開催された。本臨時会には、選挙３件、
発議１件、同意１件が提出された。審議の結果は次のとおりです。

平成30年第２回伊是名村議会臨時会議決結果一覧

議長の選挙

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

選挙第１号

選挙第２号

発議第１号

選挙第３号

同意第５号

当選人
宮城安志
当選人
潮平そのみ

当選人
伊禮正徳

原案可決

同　　意

原案可決

議長の選挙について

副議長の選挙 副議長の選挙について

議会広報調査特別委員会設置に関する決議 議会広報の編集及び発行に関する調査を行うための決議

沖縄県介護保険広域連合議会議員の選挙 沖縄県介護保険広域連合議会議員の選挙について

歳入歳出それぞれ1,500千円を追加し、総額をそれぞれ
2,886,040千円とする。

監査委員の選任について

平成30年第３回伊是名村議会臨時会は、10月16日の１日間で開催された。本臨時会には、議案１件
が提出された。審議の結果は次のとおりです。

平成30年第３回伊是名村議会臨時会議決結果一覧

平成30年度伊是名村一般会計補正予算（第3号）

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第37号

東江清和

　糸満市において研修会が開催され、議員及び
職員が参加した。
　山梨学院大学大学院教授　江藤俊昭氏によ
る「住民自治を進める議会の条件整備：議員報
酬・定数　－「住民自治の根幹」としての議会を
作動させる－」と題した講演、休憩を挟んで全国
町村議会議員互助会事務局長　廣瀬始氏によ
る「議員の公務災害と全国町村議会議員団体補
償制度について」と題した講演が行われた。

平成29年度の健全化判断比率及び資金不足比率の報告に
ついて

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第３号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

陳情第２号

報　　 告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

採　　択

健全化判断比率及び資金不足比率の報告

伊是名村こども医療費助成条例の一部を改正する条例 伊是名村こども医療費助成条例の一部改正

伊是名村営住宅の設置及び管理に関する条例 伊是名村営住宅の設置及び管理に関する条例の全部改正

平成30年度伊是名村一般会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ70,198千円を追加し、総額をそれぞれ
2,884,540千円とする。

平成30年度伊是名村国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）

歳入歳出それぞれ20,000千円を追加し、総額をそれぞれ
233,947千円とする。

平成30年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）

歳入歳出それぞれ489千円を追加し、総額をそれぞれ
14,153千円とする。

平成30年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予算
（第2号）

歳入歳出それぞれ35,176千円を追加し、総額をそれぞれ
242,386千円とする。

平成30年度伊是名村船舶運航事業特別会計補正予算
（第1号）

歳入歳出それぞれ20,850千円を追加し、総額をそれぞれ
433,223千円とする。

辺地総合整備計画の変更について 辺地に係る総合整備計画の一部変更

工事請負契約について

契約の目的：伊是名西部地区農業集落排水施設更新工事
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：74,520,000円
契約の相手方：㈱伊是名建設　代表取締役　西金一

物品購入契約の締結について

契約の目的：水槽付消防ポンプ自動車購入
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：34,452,000円
契約の相手方：㈱消防防災沖縄営業所　所長　志岐清明

伊是名村過疎地域自立促進計画の変更について 伊是名村過疎地域自立促進計画の一部変更

平成29年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定につい
て

歳入　2,803,158千円　歳出　2,496,031千円
繰越明許費　75千円　　 実質収支額　307,052千円

平成29年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　298,008千円　 　歳出　272,768千円
実質収支額　 25,240千円

平成29年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

歳　　　入　13,579千円　　　歳出　13,089千円
実質収支額　 490千円

平成29年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　66,345千円　　　歳出　54,368千円
実質収支額　11,976千円

平成29年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

歳　　　入　50,099千円　　　歳出　47,414千円
実質収支額　 2,685千円

平成29年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　13,433千円　　　歳出　9,529千円
実質収支額　 3,904千円

平成29年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　426,264千円　　 歳出　365,223千円
実質収支額　 61,041千円

平成29年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

歳　　　入　8,553千円　　　  歳出　7,631千円
実質収支額　 922千円

県産品の優先使用について 県産品の啓蒙啓発

平成30年９月～11月議会の動き
4日（火）
9日（日）
14日（金）
19日（水）
28日（金）
9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

13日（土）
14日（日）

16日（火）
19日（金）
24日（水）

31日（水）

3日（土）

９月

10月

11月

6日（火）

7日（水）

8日（木）

10日（土）

16日（金）

18日（日）

20日（火）

21日（水）

23日（金）

議会議員選挙　告示日
議会議員選挙　投票日
伊是名村敬老会　産業支援センター
新人議員研修及び議員懇談会
第２回臨時会
故翁長雄志元沖縄県知事県民葬 （議長）
　沖縄県立武道館　アリーナ棟
県町村議会議長会　定例総会 （議長・局長）
　パシフィックホテル沖縄
東京沖縄県人会「沖縄芸能フェスティバル
2018」公演派遣実行委員会 （議長）　那覇市
県離島振興市町村議会議長会　臨時総会
（議長・局長）　パシフィックホテル沖縄
県町村議会議長会　町村議会議員・事務局職
員研修会並びに交流会
　ＮＢＣサムシングフォー西崎
第１２回伊是名村健康フェア  産業支援センター
第１９回伊是名村民運動会
　伊是名小学校グラウンド
第３回臨時会
ふれあい給食　伊是名中学校
いぜな88トライアスロン大会実行委員会・専
門部会合同会議 （議長・局長）
　産業支援センター
伊是名村郷友会チャリティーゴルフ大会
　沖縄カントリークラブ
第６回いいな運天港いちゃり場まつり
　運天港緑地公園

国際コンソーシアム協定連携シンポジウム　
（議長）　名桜大学
県町村議会議長会　町村議会常任委員長・
副委員長実務研修会 （議員・職員）
　沖縄県市町村自治会館
町村議会広報研修会 （議員・職員）
　パシフィックホテル沖縄
北部広域市町村圏事務組合議会第52回定例
会 （議長）　北部会館
平成30年度　北部地区農業委員・農地利用
最適化推進委員研修会・懇親会 （議長）
　産業支援センター
ツール・ド・おきなわ2018（～１１日（日））　
（議長）　名護市
伊是名中学校　校内学習・音楽発表会
　産業支援センター
第１６回関東伊是名郷友会 （議長）
　東海大学学友会館（東京都）
第37回離島振興市町村議会議長全国大会 
（議長・局長）　ホテルグランドアーク半蔵門
（東京都）
第62回町村議会議長全国大会 （議長・局長）
　ＮＨＫホール（東京都）
離島フェア2018（～25日（日）） （議長・局長）
　沖縄セルラーパーク那覇

ＮＢＣサムシングフォー西崎（糸満市）
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町村議会議員・事務局職員研修会

平成30年第３回伊是名村議会定例会は、８月28日から30日までの３日間で開催された。本定例会
に提案された議案は21件で、うち報告１件、認定８件、陳情１件で、一般質問には２人の議員が登壇
し村政について質問した。審議の結果は次のとおりです。

平成30年第３回伊是名村議会定例会議決結果一覧

平成30年第２回伊是名村議会臨時会は、９月28日の１日間で開催された。本臨時会には、選挙３件、
発議１件、同意１件が提出された。審議の結果は次のとおりです。

平成30年第２回伊是名村議会臨時会議決結果一覧

議長の選挙

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

選挙第１号

選挙第２号

発議第１号

選挙第３号

同意第５号

当選人
宮城安志
当選人
潮平そのみ

当選人
伊禮正徳

原案可決

同　　意

原案可決

議長の選挙について

副議長の選挙 副議長の選挙について

議会広報調査特別委員会設置に関する決議 議会広報の編集及び発行に関する調査を行うための決議

沖縄県介護保険広域連合議会議員の選挙 沖縄県介護保険広域連合議会議員の選挙について

歳入歳出それぞれ1,500千円を追加し、総額をそれぞれ
2,886,040千円とする。

監査委員の選任について

平成30年第３回伊是名村議会臨時会は、10月16日の１日間で開催された。本臨時会には、議案１件
が提出された。審議の結果は次のとおりです。

平成30年第３回伊是名村議会臨時会議決結果一覧

平成30年度伊是名村一般会計補正予算（第3号）

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第37号

東江清和

　糸満市において研修会が開催され、議員及び
職員が参加した。
　山梨学院大学大学院教授　江藤俊昭氏によ
る「住民自治を進める議会の条件整備：議員報
酬・定数　－「住民自治の根幹」としての議会を
作動させる－」と題した講演、休憩を挟んで全国
町村議会議員互助会事務局長　廣瀬始氏によ
る「議員の公務災害と全国町村議会議員団体補
償制度について」と題した講演が行われた。

平成29年度の健全化判断比率及び資金不足比率の報告に
ついて

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第３号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

陳情第２号

報　　 告

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

採　　択

健全化判断比率及び資金不足比率の報告

伊是名村こども医療費助成条例の一部を改正する条例 伊是名村こども医療費助成条例の一部改正

伊是名村営住宅の設置及び管理に関する条例 伊是名村営住宅の設置及び管理に関する条例の全部改正

平成30年度伊是名村一般会計補正予算（第2号）
歳入歳出それぞれ70,198千円を追加し、総額をそれぞれ
2,884,540千円とする。

平成30年度伊是名村国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）

歳入歳出それぞれ20,000千円を追加し、総額をそれぞれ
233,947千円とする。

平成30年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）

歳入歳出それぞれ489千円を追加し、総額をそれぞれ
14,153千円とする。

平成30年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予算
（第2号）

歳入歳出それぞれ35,176千円を追加し、総額をそれぞれ
242,386千円とする。

平成30年度伊是名村船舶運航事業特別会計補正予算
（第1号）

歳入歳出それぞれ20,850千円を追加し、総額をそれぞれ
433,223千円とする。

辺地総合整備計画の変更について 辺地に係る総合整備計画の一部変更

工事請負契約について

契約の目的：伊是名西部地区農業集落排水施設更新工事
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：74,520,000円
契約の相手方：㈱伊是名建設　代表取締役　西金一

物品購入契約の締結について

契約の目的：水槽付消防ポンプ自動車購入
契約の方法：指名競争入札
契 約 金 額：34,452,000円
契約の相手方：㈱消防防災沖縄営業所　所長　志岐清明

伊是名村過疎地域自立促進計画の変更について 伊是名村過疎地域自立促進計画の一部変更

平成29年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定につい
て

歳入　2,803,158千円　歳出　2,496,031千円
繰越明許費　75千円　　 実質収支額　307,052千円

平成29年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　298,008千円　 　歳出　272,768千円
実質収支額　 25,240千円

平成29年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

歳　　　入　13,579千円　　　歳出　13,089千円
実質収支額　 490千円

平成29年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　66,345千円　　　歳出　54,368千円
実質収支額　11,976千円

平成29年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

歳　　　入　50,099千円　　　歳出　47,414千円
実質収支額　 2,685千円

平成29年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　13,433千円　　　歳出　9,529千円
実質収支額　 3,904千円

平成29年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

歳　　　入　426,264千円　　 歳出　365,223千円
実質収支額　 61,041千円

平成29年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

歳　　　入　8,553千円　　　  歳出　7,631千円
実質収支額　 922千円

県産品の優先使用について 県産品の啓蒙啓発

平成30年９月～11月議会の動き
4日（火）
9日（日）
14日（金）
19日（水）
28日（金）
9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

13日（土）
14日（日）

16日（火）
19日（金）
24日（水）

31日（水）

3日（土）

９月

10月

11月

6日（火）

7日（水）

8日（木）

10日（土）

16日（金）

18日（日）

20日（火）

21日（水）

23日（金）

議会議員選挙　告示日
議会議員選挙　投票日
伊是名村敬老会　産業支援センター
新人議員研修及び議員懇談会
第２回臨時会
故翁長雄志元沖縄県知事県民葬 （議長）
　沖縄県立武道館　アリーナ棟
県町村議会議長会　定例総会 （議長・局長）
　パシフィックホテル沖縄
東京沖縄県人会「沖縄芸能フェスティバル
2018」公演派遣実行委員会 （議長）　那覇市
県離島振興市町村議会議長会　臨時総会
（議長・局長）　パシフィックホテル沖縄
県町村議会議長会　町村議会議員・事務局職
員研修会並びに交流会
　ＮＢＣサムシングフォー西崎
第１２回伊是名村健康フェア  産業支援センター
第１９回伊是名村民運動会
　伊是名小学校グラウンド
第３回臨時会
ふれあい給食　伊是名中学校
いぜな88トライアスロン大会実行委員会・専
門部会合同会議 （議長・局長）
　産業支援センター
伊是名村郷友会チャリティーゴルフ大会
　沖縄カントリークラブ
第６回いいな運天港いちゃり場まつり
　運天港緑地公園

国際コンソーシアム協定連携シンポジウム　
（議長）　名桜大学
県町村議会議長会　町村議会常任委員長・
副委員長実務研修会 （議員・職員）
　沖縄県市町村自治会館
町村議会広報研修会 （議員・職員）
　パシフィックホテル沖縄
北部広域市町村圏事務組合議会第52回定例
会 （議長）　北部会館
平成30年度　北部地区農業委員・農地利用
最適化推進委員研修会・懇親会 （議長）
　産業支援センター
ツール・ド・おきなわ2018（～１１日（日））　
（議長）　名護市
伊是名中学校　校内学習・音楽発表会
　産業支援センター
第１６回関東伊是名郷友会 （議長）
　東海大学学友会館（東京都）
第37回離島振興市町村議会議長全国大会 
（議長・局長）　ホテルグランドアーク半蔵門
（東京都）
第62回町村議会議長全国大会 （議長・局長）
　ＮＨＫホール（東京都）
離島フェア2018（～25日（日）） （議長・局長）
　沖縄セルラーパーク那覇

ＮＢＣサムシングフォー西崎（糸満市）
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伊禮　政美 議員
い  れ い 　 　ま さ  み

下
げ
る
な
ど
、
事
前
対
策
を
行
い
ま

し
た
が
、
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
排
水

路
や
排
出
先
の
再
整
備
等
に
つ
い
て

県
と
調
整
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

伊
是
名
地
区
は
満
潮
時
に
、
は
け
口

が
う
ま
く
排
水
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
要
因
で
す
。今
後
の
対
策
と
し
て

設
計
当
初
の
沈
砂
池
の
流
域
や
農

道
等
の
整
備
に
よ
り
流
速
も
変
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
営
事
業
と
し
て
再
整
備
の
実
施

が
で
き
な
い
か
県
と
調
整
、
協
議
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

諸
見
直
也

農
林
水
産
課
長

上
村
地
区
内
に
あ
る
沈
砂

池
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も

土
砂
浚
渫
を
行
っ
て
お
り

ま
し
て
、大
雨
の
後
に
点
検

に
行
っ
た
際
に
、や
は
り
流

入
口
の
方
に
土
砂
の
堆
積

が
見
ら
れ
ま
し
た
。お
そ

ら
く
排
水
口
に
土
砂
が
堆

積
し
て
い
て
、う
ま
く
排
水

が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え

伊
禮
政
美
議
員

去
る
６
月
16
日
の
台
風
６

号
の
影
響
に
よ
り
伊
是
名
村
で
も

観
測
史
上
最
大
と
な
る
雨
が
降
り
、

勢
理
客
区
、
伊
是
名
区
で
は
床
上

浸
水
・
床
下
浸
水
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。今
後
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
の
か
、
村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

前
田
政
義
村
長

勢
理
客
地
区
に
お
き
ま
し

て
は
、
明
地
原
貯
水
池
に
お
い
て
大

雨
に
備
え
て
放
流
を
行
い
、
水
位
を

て
い
ま
す
。現
状
で
は
土
砂
は
す
べ

て
流
れ
て
お
り
、
土
砂
の
堆
積
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
沈
砂
池
内
に
あ
る

土
砂
に
つ
い
て
は
、
い
ま
浚
渫
に
向

け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。勢
理
客
地

区
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度

で
た
め
池
が
完
了
し
て
お
り
、
事
前

に
放
流
し
て
対
策
は
で
き
る
の
で
す

が
、上
流
側
、排
水
路
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
だ
一
部
に
土
砂
や
草
が
生
い

茂
っ
て
排
水
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

箇
所
も
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
。再
整

備
が
で
き
る
か
、
県
と
調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

伊
禮
政
美
議
員

観
光
客
の
声
や
島
に
住
む

村
民
の
現
在
や
将
来
へ
の
思
い
を
聞

く
「
観
光
客
及
び
村
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

村
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
に
つ
い
て
で
す
が
、村
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
お

い
て
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。最
近
で
は
、
平
成
28
年
３

Q1 豪雨水害対策

Q2 観光客及び村民への
アンケート

Q1 公共施設における
防犯カメラ設置・運用状況

Q2 港湾荷さばき場の荷物

Q1

Q2

Q1

月
策
定
の
伊
是
名
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
の
計
画
策
定
時
に
、
住
民

や
事
業
所
あ
る
い
は
郷
友
会
を
含

め
た
島
外
の
方
々
及
び
児
童
生
徒
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
計
画
策

定
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。今
後
も

計
画
策
定
や
見
直
し
時
期
に
お
い

て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

観
光
協
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

住
み
良
い
伊
是
名
島
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

伊
禮
政
美
議
員

住
み
良
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
冠
婚
葬
祭
の
祝
い
金
は
２
千

円
、葬
祭
事
は
１
千
円
、料
理
一
品
贈

呈
な
ど
の
決
ま
り
が
あ
り
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
崩
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。上
運
天
地
区
に
は
掲
示
板
に
詳

細
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。掲
示
板

を
村
公
民
館
な
ど
の
場
所
に
設
置

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神
田
宗
秀
企
画
政
策
課
長

看
板
設
置
な
ど
、
上
運
天

地
区
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
財
政
面

で
総
務
課
と
調
整
し
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

A

A

A

A

Q

れ
、
過
去
２
週
間
ま
で
の
動
画
を
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
き
ま
す
。ま
た
、デ
ー
タ
の
取
得
の

際
、
暗
号
化
に
よ
り
第
三
者
が
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
対
策
も
取
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

末
吉
長
吉
教
育
振
興
課
長

中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
状
況
及
び

管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
機
器
の
性

能
、
撮
影
し
た
画
像
の
収
蔵
、
録
画

能
力
は
約
４
０
０
時
間
、
日
に
し
て

17
日
分
の
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

仲
田
港
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
」
の
表
示
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
中
学
校
に

つ
い
て
も
そ
の
点
は
い
か
が
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

兼
元
清
永
総
務
課
長

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
を
表
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
の
状
況
等
を
参
考

に
し
、
表
示
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

村
内
の
公
共
施
設
に
お
け

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
運
用
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

平
成
29
年
度
に
公
共
施
設

等
な
ど
犯
罪
防
止
に
有
効
な
防
犯

カ
メ
ラ
を
仲
田
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
１

台
整
備
し
ま
し
た
。中
学
校
で
は
、

建
設
時
に
３
台
整
備
し
て
お
り
、
現

在
、
村
内
で
は
４
台
の
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

兼
元
清
永
総
務
課
長

録
画
さ
れ
た
動
画
に
つ
い

て
は
、
商
工
観
光
課
事
務
所
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ

末
吉
長
吉
教
育
振
興
課
長

中
学
校
に
お
き
ま
し
て
も

条
例
、
規
則
等
に
則
っ
て
表
示
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

仲
田
港
の
カ
メ
ラ
１
基
と

画
像
を
録
画
す
る
機
材
に
つ
い
て
、

整
備
経
費
に
つ
い
て
は
ど
の
く
ら
い

か
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、村

独
自
で
整
備
す
る
に
は
、
ど
の
ぐ
ら

い
の
費
用
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

兼
元
清
永
総
務
課
長

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
カ
メ

ラ
の
設
置
と
パ
ソ
コ
ン
を
セ
ッ
ト
し

て
、
１
７
０
万
円
ほ
ど
の
経
費
が
１

基
導
入
す
る
の
に
か
か
り
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

港
湾
内
の
荷
さ
ば
き
場
で
、

受
託
荷
物
等
の
紛
失
が
年
間
何
件

発
生
し
て
い
ま
す
か
。ま
た
そ
の
対

応
・
対
策
に
つ
い
て
答
弁
お
願
い
し

ま
す
。

前
田
政
義
村
長

年
間
の
紛
失
件
数
に
つ
き

ま
し
て
は
、仲
田
港
、運
天
港
共
に

年
間
０
件
で
す
が
、一
時
的
に
不
明

に
な
り
、あ
と
で
判
明
し
て
、持
ち

主
に
引
き
渡
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

一
時
的
に
は
何
名
が
紛
失

さ
れ
、
期
間
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

仲
田
港
に
お
い
て
３
件
か

ら
５
件
の
一
時
紛
失
、
引
き
取
り
違

い
が
あ
り
、
あ
と
で
荷
物
が
出
て
き

て
荷
主
に
返
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
い
ま
す
。日
数
と
し
て
は
２

〜
３
日
か
ら
数
日
後
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。運
天
港
に
関
し
て
は
デ
ー

タ
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

宮
城
安
志
議
員

荷
捌
き
場
内
で
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
、
そ
れ
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
件
に
つ
い
て

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、

関
係
条
例
な
ど
を
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
可
能
で
あ
れ
ば
設
置
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

AA

A

A

Q

Q

AA Q

宮城　安志 議員
み や  ぎ 　 　 や す  し

Q2

Q AA

視察の様子 (仲田港乗船・下船通路 )

豪雨災害 (伊是名集落内 )
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伊禮　政美 議員
い  れ い 　 　ま さ  み

下
げ
る
な
ど
、
事
前
対
策
を
行
い
ま

し
た
が
、
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
排
水

路
や
排
出
先
の
再
整
備
等
に
つ
い
て

県
と
調
整
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

伊
是
名
地
区
は
満
潮
時
に
、
は
け
口

が
う
ま
く
排
水
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
要
因
で
す
。今
後
の
対
策
と
し
て

設
計
当
初
の
沈
砂
池
の
流
域
や
農

道
等
の
整
備
に
よ
り
流
速
も
変
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
営
事
業
と
し
て
再
整
備
の
実
施

が
で
き
な
い
か
県
と
調
整
、
協
議
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

諸
見
直
也

農
林
水
産
課
長

上
村
地
区
内
に
あ
る
沈
砂

池
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も

土
砂
浚
渫
を
行
っ
て
お
り

ま
し
て
、大
雨
の
後
に
点
検

に
行
っ
た
際
に
、や
は
り
流

入
口
の
方
に
土
砂
の
堆
積

が
見
ら
れ
ま
し
た
。お
そ

ら
く
排
水
口
に
土
砂
が
堆

積
し
て
い
て
、う
ま
く
排
水

が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え

伊
禮
政
美
議
員

去
る
６
月
16
日
の
台
風
６

号
の
影
響
に
よ
り
伊
是
名
村
で
も

観
測
史
上
最
大
と
な
る
雨
が
降
り
、

勢
理
客
区
、
伊
是
名
区
で
は
床
上

浸
水
・
床
下
浸
水
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。今
後
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
の
か
、
村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

前
田
政
義
村
長

勢
理
客
地
区
に
お
き
ま
し

て
は
、
明
地
原
貯
水
池
に
お
い
て
大

雨
に
備
え
て
放
流
を
行
い
、
水
位
を

て
い
ま
す
。現
状
で
は
土
砂
は
す
べ

て
流
れ
て
お
り
、
土
砂
の
堆
積
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
沈
砂
池
内
に
あ
る

土
砂
に
つ
い
て
は
、
い
ま
浚
渫
に
向

け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。勢
理
客
地

区
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
度

で
た
め
池
が
完
了
し
て
お
り
、
事
前

に
放
流
し
て
対
策
は
で
き
る
の
で
す

が
、上
流
側
、排
水
路
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
だ
一
部
に
土
砂
や
草
が
生
い

茂
っ
て
排
水
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

箇
所
も
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
。再
整

備
が
で
き
る
か
、
県
と
調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

伊
禮
政
美
議
員

観
光
客
の
声
や
島
に
住
む

村
民
の
現
在
や
将
来
へ
の
思
い
を
聞

く
「
観
光
客
及
び
村
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
村
長
の
考
え
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

村
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
に
つ
い
て
で
す
が
、村
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
お

い
て
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。最
近
で
は
、
平
成
28
年
３

Q1 豪雨水害対策

Q2 観光客及び村民への
アンケート

Q1 公共施設における
防犯カメラ設置・運用状況

Q2 港湾荷さばき場の荷物

Q1

Q2

Q1

月
策
定
の
伊
是
名
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
の
計
画
策
定
時
に
、
住
民

や
事
業
所
あ
る
い
は
郷
友
会
を
含

め
た
島
外
の
方
々
及
び
児
童
生
徒
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
計
画
策

定
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。今
後
も

計
画
策
定
や
見
直
し
時
期
に
お
い

て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

観
光
協
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

住
み
良
い
伊
是
名
島
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

伊
禮
政
美
議
員

住
み
良
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
冠
婚
葬
祭
の
祝
い
金
は
２
千

円
、葬
祭
事
は
１
千
円
、料
理
一
品
贈

呈
な
ど
の
決
ま
り
が
あ
り
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
崩
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。上
運
天
地
区
に
は
掲
示
板
に
詳

細
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。掲
示
板

を
村
公
民
館
な
ど
の
場
所
に
設
置

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神
田
宗
秀
企
画
政
策
課
長

看
板
設
置
な
ど
、
上
運
天

地
区
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
財
政
面

で
総
務
課
と
調
整
し
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

A

A

A

A

Q

れ
、
過
去
２
週
間
ま
で
の
動
画
を
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
き
ま
す
。ま
た
、デ
ー
タ
の
取
得
の

際
、
暗
号
化
に
よ
り
第
三
者
が
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
対
策
も
取
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

末
吉
長
吉
教
育
振
興
課
長

中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
状
況
及
び

管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
機
器
の
性

能
、
撮
影
し
た
画
像
の
収
蔵
、
録
画

能
力
は
約
４
０
０
時
間
、
日
に
し
て

17
日
分
の
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

仲
田
港
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
」
の
表
示
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
中
学
校
に

つ
い
て
も
そ
の
点
は
い
か
が
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

兼
元
清
永
総
務
課
長

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
を
表
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
の
状
況
等
を
参
考

に
し
、
表
示
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

村
内
の
公
共
施
設
に
お
け

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
運
用
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

平
成
29
年
度
に
公
共
施
設

等
な
ど
犯
罪
防
止
に
有
効
な
防
犯

カ
メ
ラ
を
仲
田
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
１

台
整
備
し
ま
し
た
。中
学
校
で
は
、

建
設
時
に
３
台
整
備
し
て
お
り
、
現

在
、
村
内
で
は
４
台
の
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

兼
元
清
永
総
務
課
長

録
画
さ
れ
た
動
画
に
つ
い

て
は
、
商
工
観
光
課
事
務
所
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ

末
吉
長
吉
教
育
振
興
課
長

中
学
校
に
お
き
ま
し
て
も

条
例
、
規
則
等
に
則
っ
て
表
示
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

仲
田
港
の
カ
メ
ラ
１
基
と

画
像
を
録
画
す
る
機
材
に
つ
い
て
、

整
備
経
費
に
つ
い
て
は
ど
の
く
ら
い

か
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、村

独
自
で
整
備
す
る
に
は
、
ど
の
ぐ
ら

い
の
費
用
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

兼
元
清
永
総
務
課
長

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
カ
メ

ラ
の
設
置
と
パ
ソ
コ
ン
を
セ
ッ
ト
し

て
、
１
７
０
万
円
ほ
ど
の
経
費
が
１

基
導
入
す
る
の
に
か
か
り
ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

港
湾
内
の
荷
さ
ば
き
場
で
、

受
託
荷
物
等
の
紛
失
が
年
間
何
件

発
生
し
て
い
ま
す
か
。ま
た
そ
の
対

応
・
対
策
に
つ
い
て
答
弁
お
願
い
し

ま
す
。

前
田
政
義
村
長

年
間
の
紛
失
件
数
に
つ
き

ま
し
て
は
、仲
田
港
、運
天
港
共
に

年
間
０
件
で
す
が
、一
時
的
に
不
明

に
な
り
、あ
と
で
判
明
し
て
、持
ち

主
に
引
き
渡
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

宮
城
安
志
議
員

一
時
的
に
は
何
名
が
紛
失

さ
れ
、
期
間
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

仲
田
港
に
お
い
て
３
件
か

ら
５
件
の
一
時
紛
失
、
引
き
取
り
違

い
が
あ
り
、
あ
と
で
荷
物
が
出
て
き

て
荷
主
に
返
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
い
ま
す
。日
数
と
し
て
は
２

〜
３
日
か
ら
数
日
後
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。運
天
港
に
関
し
て
は
デ
ー

タ
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

宮
城
安
志
議
員

荷
捌
き
場
内
で
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
、
そ
れ
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
件
に
つ
い
て

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、

関
係
条
例
な
ど
を
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
可
能
で
あ
れ
ば
設
置
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

AA

A

A

Q

Q

AA Q

宮城　安志 議員
み や  ぎ 　 　 や す  し

Q2

Q AA
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広報委員コメント
議長就任あいさつ

議会構成図 議 員 紹 介

■ 新議会構成決まる
　第２回臨時議会が９月 28 日に１日間の会期で開催
された。選挙後初の議会であるため、議長、副議長の選
挙や正副委員長選出等の議会構成が主な目的である。
　はじめに東江清和臨時議長の下、議長に宮城安志
議員が選任され、次に宮城安志議長の下、副議長に潮
平そのみ議員が選任された。その後各常任委員会、議
会運営委員会、広報調査特別委員会の構成が行われ
た。介護保険広域連合議会議員には伊禮正徳議員が
選出された。また、議会選出監査委員に東江清和議員
が選出された。

■ 委員会について（説明）
　議会には、各種委員会が設置されており、常任委員
会は議案等を詳しく審査するために設置されています。
　伊是名村議会では、「総務常任委員会」が総務課、
住民福祉課、出納室、教育委員会、監査委員、選挙管
理委員会、その他の事務を審査し、「経済建設常任委
員会」が建設環境課、農林水産課、商工観光課、農業
委員会等の事務を審査することになっています。
　また議会の運営が円滑に行われるように議事の順
序や進め方、会期日程等を協議する「議会運営委員
会」、議会の審議、活動状況等を広く村民に知らせるた
めの議会広報誌を作成する「広報調査特別委員会」
が設置されています。

　先の統一地方選挙で村民の付託を受けまして、10名の議員が当選できたことに心から感謝しているところでござい

ます。９月28日の臨時議会において、第23代議長に選任されました、どうぞよろしくお願いいたします。

　自然や景観を大切にし、尚円王の里を心のよりどころに、子供たちが誇れる伊是名村を構築していきます。また、子

供たちの未来にむけて伊是名・伊平屋間の架橋建設を早期に実現することに全力で取り組んでまいります。

　村民に身近で信頼される議会を信条に村の振興発展のために奮闘いたします。これからも皆様のご指導ご鞭撻を

賜りますようお願い申し上げ、議長就任のあいさつとします。

伊是名村議会

議会事務局
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宮城　安志
５期目（字諸見）

宮城　義秀
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　今村議員選挙に「村民第一」を掲げて立
候補したところ、初当選することができま
した。心からお礼申し上げます。
　今後、長年の行政経験を活かし、村民の
皆様の声を強く行政に反映させ、より住み
よい豊かな村造りを目指し、村民と共に頑
張って行きたいと思います。引き続きご指
導ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い致
します。

　この度の村議会議員選挙におきまし
て初当選しました宮城義秀です。
　村民の皆様の期待に応えるべくこれ
までの30年の行政経験を活かして地域
発展のため、全力で村政に取り組んで
まいる所存でございますので、これか
らもご支援の程宜しくお願い致しま
す。

　先の伊是名村議会議員選挙におい
て当選させて頂きました前川秀和で
す。これから向かう4年間、村民一人
一人の声を村政に繋げて行きたいと
思っています。よろしく
お願いします。

　村民の皆様こんにちは。9月の選挙
で初当選しました仲田正務です。伊
是名村の発展と住み良い村づくりに
頑張ってまいります。どうぞよろし
くお願い致します。

　去る9月の選挙で初当選しました
東江源也です。初めての政治活動で
すが、精一杯頑張ります。ご指導よろ
しくお願いします。

　村民のご支援を賜り初当選する事
ができました。心から感謝申し上げ
ます。託された一票の重みを深く受
け止め、住民の代表として頑張りま
す。

初 初

初 初

初 初

宮城　安志
　村民の皆様こんにちは。議会構成が新しくなり、

今期の広報調査特別委員長に選出されました。

　村民の皆様にわかりやすく読んで頂ける様、広報

委員一丸となって頑張ってまいります。

　どうぞよろしくお願い致します。

広報調査特別委員会委員長　仲田　正務

議長 副議長

広報委員：左から潮平そのみ、伊禮正徳、仲田正務、東江清和
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● 収入未済額について
　収入未済額は、一般会計で3,189万３千円で、前年度に比べ
493万３千円の減（15.5％）となっているが、321万２千円の不
納欠損処分が行われている。
　特別会計では国保特会が1,148万５千円で前年度に比べ
652万円の減（36.2％）となっているが914万５千円の不納欠
損処分、簡水特会が922万１千円で前年度に比べ64万円の減
（6.4％）となっているが34万５千円の不納欠損処分、農集排特
会で177万６千円で、前年度に比べ38万円の減（17.7％）と
なっているが１１万１千円の不納欠損処分が行われている。
　後期高齢特会が25万８千円で前年度に比べ11万6千円の
増、育英特会で243万２千円で前年度に比べ24万５千円の増
となっている。
　上記のように収入未済額は、不納欠損処分手続きや徴収努
力がみられるものの依然として多額であり、滞納繰越分に現年
度滞納分が累積されることから年々増加傾向に推移する。
　徴収業務の環境は厳しさを増していると思われるが、納税者
の負担の公平と財源確保の観点から、引き続き収入未済状況
の実態把握に努め、適切な債権管理を行い、収入未済額の解消
と新たな発生防止策についても取り組みを強化されたい。
● 財政運営について
　財政運営について、その概要を財政指標（普通会計）から捉え
てみた。
（１）実質収支比率
　財政の健全性確保の点からは実質収支額が黒字であるとい
うことが必須の要件となる。黒字額は標準財政規模の３％～
５％程度であることが望ましいとされている。
　本年度の実質収支比率は24.8％で前年度19.7％と比較す
ると5.1％増と過去５年間で最も高い数値となっている。適度な
収支額の確保に努められることが必要である。
（2）経常収支比率
　この比率は、人件費、扶助費、公債費等の容易に縮減すること
ができない経費に対し、村税、地方交付税、地方譲与税等の一

平成29年度伊是名村一般・特別会計決算審査意見書

平成29年度伊是名村一般会計及び特別会計決算認定される

般財源がどの程度充当されているかを見ることによって、財政
構造の弾力性を判断しようとする指標である。
　この比率の目安としては概ね65％～75％の間に分布するこ
とが望ましいとされており、比率が低いほど弾力性があって一
般財源に余力があることになる。　
　本年度は88.9％で前年度の88.3％と比較すると0.6％上昇
している。
　今後とも財政の硬直化防止と弾力性の確保に努められていた
だきたい。
（3）実質公債費比率
　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準
財政規模に対する比率の直近３ヶ年の平均であり、早期健全化
基準は25％であるが、本年度の実質公債費比率は5.8％で大
幅に下回っている。
（4）公債費負担比率
　この比率は、公債費にかかる財政負担の度合を判断する指標
の一つで、現実に歳入のあった一般財源と起債発行経費を含む公
債費に充当された一般財源の割合を示し、団体の事情が反映さ
れる指標で15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされている。
　本年度の公債費負担比率は12.3％となっており、好ましいと
される10％程度を超えた状態である。今後も財政構造の弾力
性を維持されることに努められたい。
● 結びに
　平成29年度の一般会計から各特別会計において実質収支が
黒字決算となったことは、適正な財政運営がなされているもの
であるが、一部に予算現額と調定額の乖離が見られたので、予
算の適正な把握を行い執行すると共に今後とも健全な財政運
営に努められたい。
　また、今後も安定した財源の確保に努め、限られた財源の中
で、引き続き歳出の効率化・重点化を図り、健全な財政運営によ
る村勢の発展と村民福祉の向上に努められるよう、尚一層のご
尽力を要望する。

（監査委員審査意見書より抜粋）

　平成29年度伊是名村一般会計及び各特別会計の歳入・歳出決算額は、第３回定例会（平成30年８月28日～８月
30日）において認定された。内容は下記のとおりである。

※基金の運用状況　地方自治法第241条第1項 特定の目的のために資金を積み立てる目的で下記の基金が積み立てられ、運用している。

※一般会計及び特別会計歳入歳出決算額

単位 ： 円

単位 ： 円

94.69

95.07

92.87

93.98

97.28

72.74

89.34

95.04

94.03

106.34

103.87

96.35

114.68

102.78

102.54

104.27

106.53

105.93

307,127,205

25,240,022

490,296

11,976,941

2,685,456

3,904,120

61,041,115

922,292

413,387,447

2,496,031,139

272,768,402

13,089,502

54,368,262

47,414,365

9,529,044

365,223,503

7,631,004

3,266,055,221

2,803,158,344

298,008,424

13,579,798

66,345,203

50,099,821

13,433,164

426,264,618

8,553,296

3,679,442,668

2,635,811,000

286,900,000

14,093,000

57,850,000

48,740,000

13,100,000

408,773,000

8,029,000

3,473,296,000

61,509,844

640,329,473

56,567,112

8,227

105,370,035

25,724,885

3,041

28,498,696

22,959,274

0

0

940,970,587

61,749,844

674,945,473

60,015,112
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128,247,035

50,015,885
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37,236,280

22,959,503

36,308
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1,035,216,711

2,000,000
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0
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0
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0

0

0

0

37,384,000

2,240,000

70,000,000

3,448,000

0
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8,737,584
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36,308

0

131,630,124

国民健康保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

農業集落排水事業

港湾整備事業

船舶運航事業

育英事業

育英基金

財政調整基金

庁舎施設整備基金

土地開発基金

減債基金

災害援助積立基金

国民健康保険運営基金

尚円王の里いぜな島応援基金

過疎地域自立促進基金

再生可能エネルギー等導入推進基金

船舶運航事業特別会計運営基金

　　　合　　　　計

会　　計　　別

一　般　会　計
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特
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　会

　計

予 算 現 額

基　 金　 名 28年度末現在高 29年度末現在高
減増

29年度　増減

決　　算　　額 歳入歳出

歳　入 歳　出 差 引 額

収納率 執行率

歳　入 歳　出
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